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要 　約

　本研究 の 目的は，小児看護学で使用され て い る教科書 ・参考書か ら 「小児の食事援助」 に関する内容 を分析 し，

そ の 特色 や共通 点，基礎教育で 重視 して い る教育内容を明らか に する こ とで あ る ．イ ン タ
ー

ネ ッ トで シ ラ バ ス を

公 表 して い る看護系4年制大学21校で 使用 して い る教科書 ・参考書6出版社 （8冊）を対象 と して 内容 を分析 し た．

そ の結果は，以下 の とお りで あ る．

　 1）「小児の 食事」 に 関する 内容構成で は，  小児各期，  各系統器官別，  日常生活援助技術の 3つ の パ タ ーン

が み られた ．2）「離乳食」， 「経管栄養」，
「問食 ・補食」， 「栄養所要量」の 内容は 共通 し て 記述 さ れ

，
基礎教育に

お い て 重視 され て い る ．3）「冷凍母乳の 取 り扱 い 」，「経管栄養の種類」， 「治療食 ・特別食」 と虐待の 1つ で ある

「ネ グ レ ク ト （食事 を与えな い ）」 は
，

1社の み で
， 簡単な内容の記述 で ある こ とが 明 らか とな っ た ．

キ ー
ワ
ー ド ：小児の食事援助 ， 小児の 栄養 ， 教科書 の 内容比較 ， 小児看護技術

は じめ に

小 児に お け る 「食事の援助」は，小 児の 成長発達 を

促す ため に 必 要 な栄 養 補給が で きる援助技術 の 提供

が 求め られ て い る．また，小 児期 は将来 に わ た っ て

の 健康 な食習慣が形成する 大切 な時期で あ り，こ の

時期の 食生 活は さ ま ざまな健康問題 へ 影響を及ぼす

こ とか ら，小児各期 の 成長発達 の 特徴や 安全性 を考

慮 した 「食事援 助」の 学習の 意義は大 きい ．

　2003年 3月に文部科学省 に よ り 「看護基礎教育に お

ける看護技術 の 在 り方 に 関する検討会報告」に お い

て 「大学に お ける看護実践能力の 育成の 充実に 向け

て 」
’）が提 出 され て 以来 ，小 児看護技術 （小 児 の食

事援助） を含め た看護技術教育改善 に関する研究な

ど多 くの 取 り組みがな され て い る
2ト ガ．

　 し か し，今 日，社 会の ニ
ーズ の 多様化や 質の 高 い

看護が求め られ4年制看護系大学が増加する 中，小児

看護学に お い て ど の よ うな教科書 ・参考書が活用 さ

れ，どの ような教育内容が網羅 され て い る の か を把

握す る こ とは重要で ある と考えた が
， それ らを明確

に示 した先行研究は見あた らなか っ た．

　そ こ で 今回，4年制看護系大学の小児看護学の 講義

等で 使用 され て い る教科書 ・参考書か ら 「小児 の食

事援助」 に焦点 をあて て
， 教育内容の共通点や重視

し て い る 内容を明 らか に し
， 教授内容 ・教育方法 を

検討する ため の 基礎資料 を得 る こ とを 目的 と し考察

を試み る こ とと した．
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研究目的

　小 児看護学で 使用 されて い る教科書 ・参考書か ら

「小児 の 食事援助」に 関す る 内容 を分析 し， 特色や共

通 点，看護基礎教育 につ い て重視 して い る 内容 を明

らか に し ， 教授 内容 ・方 法を検討す る資料を得る ．

研 究方法

1．対象 ：イ ン タ
ーネ ッ トで シ ラ バ ス を公 表 して い る

看護系4年制大学21校で ，小 児看護学 「食事の 援助」

の 内容 を教 授 す る 科 目 で使用 され て い る 教科 書 ・参

考書 よ り6出版社 （8冊）を選出 し，それ に記述 され

て い る内容を調べ ，それぞれ の 特色 を示す．

2．抽出 した6出版社 （8冊）の教科書 ・参考書は，以

下 の とお りで ある。

1）奈良間美保他 ：系統看護学講座専門22 　小児看護

　 学 ［11 小児看護学概論 ・小児臨床看護総論 ，医

　 学書院，2003 ．

2）奈良間美保他 ：系統看護学講座専門23　小児看護i

　 学 ［2］小児臨床看護各論 ， 医学書院 ，
2003 ．

3）松尾宣武 ・濱中喜代編 1新体系看護学28　小児看

　 護学  小児看護概論 ・小児保健，メ ヂ カ ル フ レ ン

　 ドネ土，2004 ．

4）松尾宣武 ・濱中喜代編 ：新体系看護学29　小児看

　 護学  　健康障害 を もつ 小児 の 看護，メ ヂ カ ル フ

　 レ ン ド社，2004 ，

5）氏家幸子監修 ：母子 看護学　小児看護技術 ， 廣川

　 書店，2002 ．

6）岡田洋子他 ：小児看護学　小児 の 主要症状 とケ ア

　 技術，医歯薬出版，2001，

7）吉田時子，前 田 マ ス ヨ 監修 ：標準看護学講座　29

　 小児看護学，金原 出版，2001．

8）吉武香代 子監修 ：子 どもの 看護技術，へ るす出版，

　 1999．

3．内容分析 の 方法

　6出版社 （8冊）の 教科書 ・参考書 を対象 に，各 々

に 「小 児 の 食事援助」 に関 して 記 述 され て い る構成

内容お よ び特色 を整理 し，比較 ・検討 した．

結　果

1，教科書
・
参考書 の 構成 とそ の 特色

　今 回対象 とした教科書 ・参考書の構成 内容 とそ の

特色 を表 1に 示 す．「小 児 の 食事援助」 に 関す る学 習

内容の 構成 で は，  小児各期に 「食事 （栄養を含む）」

の 内容を盛 り込 ん で 構成 して い る もの ，  各器官系

統別で 「食事 （栄養を含む）」の 内容を盛 り込ん で構

成 して い る もの ，  日常生 活援助技術 と して 「食事

（栄養 を含む）」の 内容を盛 り込ん で 構成 し て い る も

の な ど
，

3つ の 構成 パ タ ー
ン が み ら れ た ．また

， 教科

書 ・参考書の 特色で は
，   子 ど もの イ メ ージ や子 ど

も に対する 理 解が しやす く実践 に 活用 で き る よ うな

工 夫 され て い る もの
，   看護が どの よ うに応えて い

くか とい う視点か らの 看護 の 構築 ，   母 性看護学 と

小児看護学 を関連 させ て そ れ ぞ れ の 特色 を明確 に し

た もの
，   近年 に問題 にな っ て い る 「子 ども虐待」

や小 児医療 の 課題 を取 り上 げ，最新情報 を加えた よ

り実践 的 な内容な ど，出版 社 ご とに各々 の 特色 が み

られ た，

2．教 科書 ・参考書 の 内容分析 ： 「食事の援助」の 教

育内容

　今回 の 調査対象の 教科書 ・参考書 に共 通 して 記述

され て い た 内容は，離乳食 （離乳の 意義，離乳 の 進

め方），経管栄養 （目的 ，種類 ，方法，留意事項），

間食 ・補食 （必要性，与 え方）で あ っ た．また，栄

養所要量 に つ い て は，全 て の 教 科書 ・参考書 に 記述

がみ られ たが ，母乳栄養の 記述 は6出版社中4社 （約7

割）で あ っ た ，

　
一

方，特加 した内容 として は，「冷凍母乳の 取 り扱

い （冷凍母乳の 意義，母乳分泌 を よ くする 指導，搾

乳，冷凍保存）」が 1社の み に記述 され て い た．また，

経管栄養 に つ い て は，全社 の教科書で 共通 して 記述

が あ っ た が
， 経管栄養の 種類 と し て

， 胃瘻 カ テ
ー

テ

ル や 十二 指腸 カ テ ーテ ル に つ い て
， 目的，カ テ ーテ

ル の 挿入 位置 ， 注入 時間 ， 留意事項 な どの 説明 が 付

記 された もの や ， 治療食 ・特別食に つ い て の 記述が

み られ た の は ， 1社 の み で あ り， 簡単な説 明 に と ど ま

っ て い た ，

考　察

　小児看護学 にお け る 「小 児 の 食事」 に関する教育

内容 で 共通 した項 目は
， 「離乳食」，「経管栄養」， 「間

食」，「栄養所 要量」で ，基礎教育 にお け る小児看護

学 に お い て 重 視 さ れ て い る こ と が 明 らか と な っ た ．

特 に，小児で は 栄養 の 過不 足 は 成長発 達 に影響す る

と共 に健康 問題 に直結 す るため ， 小児各期 の 特徴 や

必 要 な栄養を考慮 し，適切 な食事 の 援助が な されな

けれ ばな らな い ．基礎教育 にお い て は ， 食事 の 意義

や援助方法な ど の 基本技術 を身に つ け させ る こ と
，

さらに食事の援助 をする際 は，年齢や健康状態 を考

慮 し 「事故防止」 を念頭 に お い た安全 な看護 の 提供
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表 1　 小児看護学 「食事」 に関 す る 主 な教科 書 ・
参 考 書 等 の構 成 内 容 （項 目） と特 色

覊 奈良間藁保 他著
編集 松尾宣武

濱中喜代

監修 氏家幸子

藤原干恵子 他編集
岡田洋子 他著

監修 吉田時子

前田マ ス ヨ　 小沢道子．
片田範子他著

監修 吉武香代子

野中淳子 編著

初版 1968年 初版 1968年 切版 2Qひ3 年 初版 2ゆα3年 初版 20a2年 初版 1999年 初版 1985年 初版 199睥
2003年第 1σ版 2 ⊃4年第 10版 新体系看護学 28 新体系看護学 29 母子看護学 20Q1年第 1版 2901年 1999年

書 系続看護学講座専鬥 22 系統看護学講座専門 23 小児看護学  小児看護学   小児看護技術 小児看護学 標準看護学講座 29 子どもの看護肢術

小児看護学 ［1］ 小児看蠖学 〔2 ］ 小児看護概論 ・小児保健 健康障害をもつ 小児の看護 匿川書店 小児の主要症状とケァ技術 小児看護学 へるす出版

小児看護学 繊輪 小児臨床看護 各論 メヂカル フ レン ド社 メヂカ ル フ レ ン ド社 医歯薬出版 金原出版
名 小児臨床看護総 論 医学書院

医学書院

第 3 章　新生 児・乳児 小児看護学 ［囗 を基盤と 第 6章　児の発達段階に応 第 2章 康問題
・障害をも 正日常生活を援助する看護 1．基本的な日常生活隈助一 9．栄養 皿子どもの生活暖助に関わ

A 新生児 て、疾患に特有な看護を実 た世話と健康 増進のための 小児の発達段階に応じた看
’

技術 技術 D補食 る看護技術
  栄養 的に解説． 護 τ．新生児の 看護 4．食事 生活隈助の 基本的な考え方 黔雛乳食 3　授乳
1、母乳栄養 A健康な生活 B 低出生体重児及び健康問 1）離乳食 2．食事 3）経管栄養 岬 睨 栄養の特殊性
2．人工栄養 1．食事 〔栄養を含む〕 題 ・障害もつ 新生児の看護 （D離乳食の意義 1｝小児期の栄養と食生活の   特別食 B乳児期の栄養摂取機能と発
B乳児 〔内容省略） 1）母乳栄養 基本   離乳の進め方 意義と目的 達過程
  栄養 2》人工栄養 2．栄養管理   離乳期の栄養問題 幻発達段階に応 じた食事の C授乳の手順
1栄養所要置 3）離乳 D低出生体重児 2）間食 黝 D授乳の間隔と回 数

内 3．乳児の栄養   経管栄養 〔D間食の必要性 授乳／離乳食／幼児食 ・
学 E哺乳障害のある乳児の授乳

3、離乳食の 定義と意義   経ロ哺乳   間食の与え方 童食／おや つ 個 食）／治 4．冷凍母乳の 取り扱い

第 4章　児 ・学童   健康問題
・
障害をもつ 児   間食と健康問題 療食 輸 凍母乳の 意義

A幼児 2　乳児期の 看護 3）小児の 望まし い食生活 隅 乳の分泌をよくする指導
  基本的生活習慣の獲得 A 食事 〔栄養を含む） （D子どもの 食生活の 現状 3．各器官系の健康問題と α搾乳

1、食事 3．幼児期の看護   望ま しい食生活としつけ 看護 D冷凍保存

B 学童 A食事 〔栄養を含む） 2 消化器系 5　 離乳食

  栄養と食事 ・食生活 4、学童期の 看護 1｝経管栄養法 宀矚 ゆ意義
1．栄養乗 A食事 〔栄養を含む） B囃乳食のすすめ
2 間食 5．学童期の 看護 C離乳の実瞭

容 3 偏食 A食事 〔栄養を含む） 6、経管栄養

4 欠食 A経管栄養法

5、肥満・やせ B栄養カテ
ー

于ル の施行
第 5章 思春期

・
青年期の’亅 C胃瘻カテ

ー
テル の施行

児 0十二 指腸カテ
ー

テルの施行

  栄養と食生活
1鉄・カ ル シウ厶

2 栄養バラ ンス

3 食生活の問題点

具体的に子どものイ メージを描けるように工 夫し、 ■各発達段階における看護の あり方、方法が明らかにな
・
母性看護学と小児看護学の

・「小児看護学の体系的
・

は じめ て 小児看護学を学 ・本書の 構成は、ベットサ
各々の技術 に つ いてその目的を子ど もの 特性と関連づ るように努めた。現在．子どもと家族のア メ ニ ティを 共通性や関連性を生か し、系統的アプローチの実際 ぶ学 生 のテ キ ス トとし イ ドで小児看護に携わっ
けて明確に述 ぺ 、具体的な方法を実践に活用できるよ 重視した小児看護技術が求められて い る．コ ミュ ニ テ 重複する部分を避けて、そ 〔1999年発行）亅 に連勵 て、  現 実に生 活す る健 てきた私たちの考えに基

うっ とめた ． イ技術，チー厶 ワーク医療に言及した．小児と家族は れそれの特色を浮き彫りに させて、実践科学に不可 康な子どもと健康障害を づき、大きく 4 部構成と

近年問題 にな っ て いる 「子ども虐待」や 小児医療の課 看護に何を求めている の か ，看護がどう応 えて い くの した母子看護学シリ
ーズに 欠なケアの技術を展開す もつ 子どもの理解、嚠 固 した，槽成と内剳よ，今

特 題で もある 「事故 ・外趣 を新たに取 り上げ．最新情 か とい う視点から看護の構築 を試みた． おいて、小児看護における るように意図して構成し 別的な看護ケア に役立 っ 日の小児看護臨床の指針
報を加 えたより実践的な内容とした。 看護伎術の特徴を明確にす た． 知識と技術．そして態度 となるものと自負してい

「まえがき亅 より一部抜粋 ること、その重要性か ら独 の 提 供 、を中 心 課題 と る。
色 「はしがき亅より

一
部抜粋 立した巻として編果した． 「はじめに 亅 より

一
部抜粋 し、そ の根 底 に健 康 概

念
・
生活概愈をおき、生 「序文」より

一
部抜粋

「まえがき」 より
一
部抜粋 涯にわた り発達を続ける

存在と して子 どもをとら

えようと試みた．
「序亅より7 部抜粋

　　　　凸一闇． 一一一尸

する こ とが 求め ら れ て い る ．した が っ て 小児各期 の

特徴や根拠 に 基づ い た 「食事 の 援助」 に関す る知識

や技術 の 習得が 重 要 で あ る ，

　著者 は ，K 短期大学看 護学 科 の 小 児看護学 に おけ

る単元 「小 児 の 食事」 に つ い て ，看護専門科 目の小

児看護方 法 H に位置づ け，講義2時間 ・演習2時問で

実施 して い る．講義で は ，今 回の 結果か らも重視 さ

れ て い た離 乳 食，経管栄養，問食 ， 栄養所要量 に つ

い て ，各小 児 各期の 目的，方法，留意点等，根拠 に

基 づ い て 教授 し て い る ．また演習で は
， 離乳 食 を実

際に 目で 見 て ，味わ うと い う体験や 新生児モ デ ル 人

形を用 い て経 管栄養の 方法 に つ い て デ モ ン ス トレー

シ ョ ン を実施 し，学内で の 講義 ・演習が 臨地実習 に

つ なが る よ うな指導が で きる よ うに 留意 して い る ．

しか し，著者が 実施 したK 短期大学看護学科 の 小児

看護学実習に お ける小児看護技術体験調査 （2005 年）

で は
， 小児 の 食事援助 の 体験率 は 15．1％ と い う低 い 結

果で あ っ た ．こ れ は 入 院患児数の 減少や母 親 の 付 き

添 い
， 実習 に対す る 同意 を含め た 実習 環境 の 変化が

大 き く影響 して い る と推測さ れ た ．

　看護師国家試 験出題基 準 （平成15年版）
8〕を み る

と，看護師に求め られ る小児の 食事援助 に 関する知

識 と して ，小児各期の 「栄養 ・食事の 援助」が出題

範囲に 明記 され ，子ど もの 成長発達 との 関連 の 中で

根拠に 基づ い た援助が求め られ て い る ．今後は
， 小

児看護学実習に お い て 小児 の 食事援助 を体験 し学習

す る機会を調整する と共 に，学内にお け る講義 ・演

習 の な か で 理解 が 深 め ら れ る よ うな授 業 の 工 夫が必

要で ある と言 える ．

　昨今 の 少子 化社 会に お い て
， 学生 は 子 ど もに接す

る 機会が少な い た め ，子 ど もの イ メ ージ化が 困難 で

ある と 言 われ て い る．医療系の 基礎教育にお い て は，

イ メ
ージ化や疑似体験，看護 モ デ ル の 提 示 と い う面

で ビデオ学習 の 効 果 の 報 告が あ り
9）　”11）

， 今後は小 児

各期に よ る食事 （栄養含む）の 特徴 をイ メ
ー

ジ して

理 解で きる よ うな教材研 究や教 授方法の 工夫が必要

で あ る ．さらに，「食事」を通 して ，子 ど も と家族 と

の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ，日常生 活 ，倫 理 な ど多角的

な視点 か ら小 児及び 家族 に対す る看護援助 を教授す

る と共 に ，乳 児期 の 母乳 につ い て は 母性看護i学 と の
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関連が深 い ため，授業 マ トリ ッ クス を活用 する な ど，

看護関連領域 と の 連携や調整 の 検討 が 必要 で あ る と

考 える．

　今回の結果で は，「小 児の 食事援助」の 中 で ， 近年 ，

社 会 問題 に な っ て い る虐待 （ネグ レ ク ト等）をと り

あ げて い た教 科書 ・参考書 は 1社 で あ り ， 「小児 の 食

事援助 」で の 内容 との 関連 は低 い 傾 向に ある こ とが

明 らか とな っ た．今 日，欧米化 した生 活や過食 な ど

の 食生活 の 変化，運動不足，夜型 生活 リズ ム ，精神

的な ス トレ ス な ど，小児の食生 活や 生 活 リズ ム に大

きな影響 を及ぼ し，小児を取 り巻 く環境は変化 して

い る 。今後は，こ うした現代の 小児 を取 り巻 く環境

の 変化 ， 食生活の 変化等に 関連 して 増加 して い る肥

満や 2型糖尿 病 ， 食物ア レ ル ギ
ー

， 虐待など の健康問

題 つ い て も考慮 し，常 に最新の 情報 と研究成果 を取

り入 れ 「小児 の 食事 （栄養含む）援助」の教育内容

を再検討す る必要が ある と考 え る．

　今回 は
， 小児看護学 にお い て 「小児の食事援助」で

活用され て い る教科書 ・参考書 を用 い た構成内容は明

確にで きた が ， 全体把握 に とどまっ て お り， 項目 ご と

の 詳細な記述内容の 分析 に まで に至 らなか っ た．今後

は小児 の 食事援助に関する記述内容の比較分析を課題

と して い きた い ．ま た
， 基礎教育に お け る 「小 児の 食

事援助」で何 を学ばせ る か
， 指導 目標や具体的内容を

再検討 し， 限 られ た授業時間 の 中 で
， 子 ど もと接する

機会の 少 な い 学生 が子 どもの イ メ ージ化 を図 りなが

ら ， 看護実践能力が高め られる よ うな授業展 開で きる

よ う検討 を重ね て い きた い と考える．

お わ りに

　小 児の 食事は，成 長発 達 を促す とと もに，健康 へ

の 影響 に密接な 関係が あ る．個 々 の 対象に あ っ 援助

が 実践で きる ように，健康問題 との 関連 の 中で教授

して い くこ と が大切 で あ る．今後は ，小児各期 の 特

徴 をふ まえ，学生 が子 どもを イ メ
ー

ジ化 し，知 識 を

統合で きる ような授業の 構築，教材研究や教育方法

の 工 夫 をす る な ど，今後 の 課題 と して検討 して い き

た い ．

　 なお本研究 は，千 葉大学看護学部 附属 看護 実践研

究指導セ ン タ
ー 「平成 17年度 プ ロ ジ ェ ク ト研究」の

一
部で ある ．
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                                      Abstract

  The purpose of  this study  is to analyze  the contents  of [Child feeding assistance]  described in the textbooks  and  references

applied  for pediatric nursing  science  and  clarifies the characteristics, the similarities and  the educational  points emphasized  by

fundamental education.

  The textbooks and  the references  (8 books published by 6 publishers) applied  by 4-year nursing  colleges  releasing  syllabus

through Internets were  subjected  to this analysis, The  results are as follows:

  1) The content  of  [Meals for children]  was  consisted  of (1) each  pediatric period, (2) each  organ  systems,  (3) ski11s for daily
    life assistance.

  2) AII books describe [Baby fbod], [Tube feeding], [Snacks and  supplemental  meals]  and  [Nutritional requirements],  al1 of

    which  are emphasized  in fundamental education.

  3) It has become clear  that only  one  publisher briefly describes [Procedure for how  to take  care  of  frozen breast milk],

    [types of  tube  feeding] [Therapeutic diet and  special  diet] and  one  of  abuse,  [Neglect (without feeding)]

Keywords:  Help  with  child  feeding, Nutrition requirements  for children,  Comparison between contents  of  textbooks,  Pediatric

        nursing  skiII
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